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シート 1
山本太郎さん (64歳)は休日に友人と山登りをするのが趣味です。山の頂上で
タバコを一服しているときの友人との会話です。
山本さん「下界を眺めながらのこの一服がうまいんだよね。 でも、最近は会
社や町中でタバコが吸えなくなっているから困るよね。」
友人「僕は妻が嫌がるから 10年前に苦労してやめましたけどね。山本さん、
そういえば最近、山登るのきっくないですか。僕よりずいぶんとぜーぜーして
いるみたいだけどJ
山本さんは「それは年のせいだよ」と答えましたが、内心、心配になりました。
抽出を期待する事項
1.タバコはどうしてやめなければいけないのだろうか?
→日本や世界における喫煙・禁煙を取り巻く社会的状況に目を向けさせる
→タバコには何が含まれているのか(ニコチンを始めとする多数の化学物質)
→タバコの身体的・精神的影響、他者への影響(受動喫煙)
2. タバコはどうしてうまいのか、どうしてやめられないのだろうか?
→ニコチン依存について理解する
3.健康なひとでも山を登れば息がきれるのはなぜか?
→正常な換気のメカニズムを復習する
4.健康で、はない(病的な)息切れはどうしておこるのか?
→呼吸器だけではなく、循環器、血液(貧血)、精神的要因でもおきることを
抽出する。
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シート 2
それから半年がすぎて、山本さんは駅の階段を昇るだけで息切れを感じるよう
になりました。会社の健康診断の検査でも「かなり肺の機能が低下しています」
といわれて心配になったので、病院を受診しました。担当医は胸に聴診器を当
てながら、「息を一杯に吸ってから、思いきり速く吐き出してくださいj と言
いました。山本さんは、「あの会社の健康診断の肺機能検査のときもこうした
なJと思いました。
抽出を期待する事項
1.肺の機能とはなにか?
→呼吸機能以外にも非呼吸機能(代謝機能)にも目を向けさせる
2.肺の機能はどうやって調べるのか?なぜ思いきり息を吐かないといけない
のか?
→スパイロメトリーとはなにか。どうやって肺活量を調べるのか。
3. スパイロメトリーから{可がわかるの?
→閉塞性換気障害と拘束性換気障害、フロ}ボリュームカ}ブについて理解す
る。
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診察室での山本さんと担当医の会話です。
担当医「息を吐く速さが健康なひとよりも、ずいぶんと遅くなっていますね。J
山本さん「確かに息を吸うのはいいんだけれども、吐くのに時間がかかるんで
すよ。苦しくなるとついこうしてしまうんですよ。Jといって口をすぼめて口
笛を吹くように、ゆっくりと息を吐いてみせました。
抽出を期待する事項
1.息を吐くのに時間がかかるのはなぜか?
→スパイロメトリーの結果と併せて、閉塞性換気障害の病態を理解させる。
2. 口をすぼめて呼吸するのはどうしてか?
→口をすぼめることにより気流閉塞が改善するメカニズムから、閉塞性換気障
害の病態の理解をより確実にする。
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山本さんは、担当医から息切れの原因はタバコであると言われました。さらに
「タバコを吸うと気管支や肺にこんな変化が起きるのですよJと図を描いて説
明してくれました。山本さんは自宅に戻ると、ポケットから取り出したタバコ
とライターを捨て、禁煙を決意しました。そして「禁煙は自分のためたけでは
なく、家族の健康のためだから頑張ろうJと思いました。
抽出を期待する事項
1.担当医は山本さんにどのような説明をしたのだろうか?
→タバコによる気管支・肺障害のメカニズムについて考える。
→タバコによりなぜ閉塞性肺障害が生じるかについて理解する。
→担当医と山本さんのロールプレイを行なうことにより、上記の理解が深まる
ことが期待される。
2.受動喫煙による健康被害について考える。
3. もし余裕があれば禁煙指導の実際について学ぶ(パンフレットを用意)。
